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以下の問題を全て解答し，A4レポート用紙にまとめて 2018年 7月 27日（金）16時までに数
学科資料室（第二校舎 6号館 6607室）にあるレポート提出用ポストに提出すること．なお，解答
をレポートにまとめる際，結論だけでなく途中の説明も記すこと．

問題 1 多様体M 上のベクトル場X がM の 1パラメータ変換群 {φt}t∈Rによって定義されてい
るとする．このとき，M 上の p次微分形式 ω（p > 0）と p個のベクトル場X1, . . . , Xpについて
次の関係式を示せ．M の各点 xにおいて

(LXω)x ((X1)x, . . . , (Xp)x) =
d

dt
{(φ∗

tω)x ((X1)x, . . . , (Xp)x)}|t=0

問題 2 Mn(R)を成分が実数の n次正方行列全体の集合とする．各 A ∈ Mn(R)に行列式 detA

を対応させる関数を det : Mn(R) → R で表す．このとき，A ∈ Mn(R) における det の微分
ddetA : TAMn(R) → Rが全射である為には（つまり，Aが detの正則点である為には），Aの余
因子の中に 0でないものがあることが必要十分であることを示せ．

問題 3 GLn(C)は連結であることを示せ．


